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9
月
17
日
か
ら
27
日
ま
で
の
11
日
間
、
9
月
会
議
が

開
か
れ
、
平
成
24
年
度
の
決
算
認
定
を
主
に
審
議
し
ま

し
た
。
平
成
24
年
度
の
決
算
総
額
は
、
特
別
会
計
を
含

め
る
と
1
0
0
億
2
3
0
0
万
円
と
な
り
、
前
年

度
に
比
べ
て
20
％
増
、
特
に
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
実

質
収
支
額
が
1
億
8
0
0
0
万
円
と
な
り
、
そ
の
う

ち
1
億
円
を
基
金
に
積
み
立
て
、
約
8
0
0
0
万
円

を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
決
算
よ

り
約
20
億
円
程
多
く
、
主
な
特
色
あ
る
事
業
と
し
て
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

朝日診療所の診察カルテを電
子化し、各機関との連携・効
率化を図ったものです。

平成 23年 7月豪雨災害によ
る災害復旧費の総額です。な
お約 13億円が翌年度に繰り
越されました。

9億6,800万円

屋根対策補助金

1,970万円

除雪機械補助金

1,705万円

県立只見高校の振興対策に要
した費用総額です（補助金や
奥会津学習センター運営等に
関するものです）。

3,151万円 2,835万円

4億円

3億2,218万円

只見高校振興対策
電子カルテ導入

災害復旧費

克 雪 対 策

克雪対策に係る住宅の屋根改
修や除雪機械購入補助金です。

東日本大震災に係るブランド
イメージ回復給付金として大
人 4万円、妊婦及び 18歳以
下の子どもに 20万円が県よ
り給付されました。

県から給付された交付金を被
災住民支援のために基金とし
て積み立てたものです。

只見川流域豪雨
災害復興交付金

ブランド回復活動
支援給付金事業
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休
眠
基
金（
注
5
）が
あ
る
よ
う

だ
が
今
後
の
活
用
予
定
は
？

い
く
つ
か
あ
る
が
制
約
の
な

い
も
の
は
新
年
度
よ
り
活
用

を
検
討
し
た
い
。

繰
越
金
が
多
い
が
積
極
的
な

財
政
運
用
は
さ
れ
た
の
か
？

今
後
投
資
的
事
業
を
検
討
し

議
会
と
共
通
認
識
を
持
っ
て

積
極
的
に
進
め
た
い
。

朝
日
診
療
所
で
導
入
さ
れ
た

電
子
カ
ル
テ
の
効
果
は
？

診
療
所
内
の
情
報
共
有
化
に

よ
り
様
々
な
負
担
軽
減
に
つ

な
が
っ
た
。

森
林
整
備
や
林
業
振
興
に
対

し
今
後
よ
り
予
算
を
割
く
べ

き
で
は
？

エ
コ
パ
ー
ク
の
町
と
し
て
林

業
振
興
は
必
須
で
あ
り
人
材

育
成
の
必
要
性
を
含
め
検
討
す
る
。

只
見
高
校
振
興
対
策
補
助
金

の
効
果
は
？

奥
会
津
の
中
核
校
と
し
て
存

続
す
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド

化
・
差
別
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
注
4
）
の
先
生
は
有

効
活
用
さ
れ
て
い
る
か
？

ま
だ
ま
だ
充
分
と
は
言
え
な

い
の
で
よ
り
積
極
的
な
活
用

が
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

朝
日
診
療
所
へ
の
町
か
ら
の

繰
出
金
（
注
2
）
が
続
く
現

状
を
ど
う
思
う
か
？

特
別
会
計（
注
3
）は
独
立
採

算
が
原
則
で
あ
り
繰
出
金
が

当
然
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

農
業
振
興
策
全
般
に
お
い
て

小
規
模
農
家
へ
の
施
策
が
足

り
て
い
な
い
の
で
は
？

現
在
の
補
助
金
制
度
の
見
直

し
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
運
営
に
対
す

る
費
用
対
効
果
が
あ
ま
り
に

少
な
い
の
で
は
？

観
光
施
設
と
い
う
よ
り
学
術

的
施
設
と
の
位
置
付
け
で
考

え
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
補
助
は

有
効
な
事
業
で
あ
る
が
追
加

補
助
の
考
え
は
？

現
時
点
で
は
考
え
ら
れ
な
い

が
効
果
を
含
め
て
検
討
す
る
。

町
道
除
雪
の
除
雪
頻
度
を
増

や
す
事
は
で
き
な
い
か
？

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
の
課
題
も

あ
り
現
体
制
で
は
精
一
杯
の

状
況
だ
が
検
討
し
た
い
。

町
有
財
産
を
処
分
さ
れ
た
が

議
会
に
報
告
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
？

売
却
金
額
・
面
積
が
基
準
以

下
だ
っ
た
た
め
報
告
義
務
は

な
か
っ
た
。（
注
1
）

Ｈ
24
年
度
町
税
が
伸
び
た
要

因
は
？

災
害
復
旧
工
事
関
係
に
よ
り

町
内
が
活
性
化
さ
れ
た
の
が

要
因
。町

で
加
入
し
て
い
る
全
国
町

村
会
総
合
賠
償
保
険
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
？

町
が
加
害
者
と
な
る
よ
う
な

事
が
起
こ
っ
た
場
合
に
賠
償

さ
れ
る
保
険
で
あ
る
。

少
子
化
対
策
と
し
て
子
宝
祝

金
の
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要

で
は
？第

一
子
よ
り
の
支
給
に
今
後

前
向
き
に
検
討
す
る
。

克
雪
対
策
や
除
雪
支
援
等
の

事
業
は
今
後
も
実
施
し
て
い

く
の
か
？

期
限
の
あ
る
事
業
も
あ
る
が

今
後
も
続
け
て
行
き
た
い
。

注 1～注 5の解説

（注 1）町有財産処分に係る議会への
報告基準：予定価格700万円以上、ま
たは5000㎡以上の土地については議
会に報告義務がある。
（注 2）繰出金：本来は別会計だが、
必要に応じて主に一般会計から特別会
計に支出されるもの。
（注 3）特別会計：一般会計とは別に
設けられ、独立した経理管理が行なわ
れる会計。
（注 4）A L T（外国語指導助手）：Assistant 

Language Teacherの略で、外国語を母国
語とする外国語指導助手。小・中学校
で英語指導助手をつとめる。
（注 5）休眠基金：長い間出し入れがな
く、そのままになっている基金。

問問問問 問

問問 問

問

問問問

問問

問問

答

答

答答答 答

答答

答

答答答

答答

答答
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平成24年度決算に係る
監査委員からの意見

決算特別委員会の審査結果

4つの意見を付し認定

決算監査受検状況

決算特別委員会審議状況

町長は、町の決算内容を議会の認
定を受ける前に監査委員の審査に付
さなければならない法律の定めがあ
ります。8月に行われた平成24年度
分の決算監査において、監査委員か
ら5つの意見が付されましたので、
その要点をお知らせします。

只見町議会では、決算認定に
当たり特別委員会を設置して、
町当局から説明を受け審議しま
した。9月20日～ 26日にかけて
委員会審議を行い、その結果、
次の意見を付して決算認定いた
しました。

意 見 書

①基　金
財政運営上の計画性に努められ
たい。特に、休眠基金を使って
積極的に投資的事業の充実を図
ること。

②町有財産管理
企業立地は当町の重要課題であ
る。平成23年に　町工場用地

①林道災害復旧事業
工事業者の不足などによっ
て、決まった年限内での完了
が難しい状況にあるため、
国・県との協議・対策を講ず
るべきであること。

②只見高校振興対策
生徒数の減少から県立只見
高校の存続が大きな問題とな
っており、町をあげた振興対
策と今後さらに地域ぐるみの
取り組みが重要であること。

（行政財産）として議会協議を
重ねて取得した町有地について、
民間譲渡されている。今後にお
いては、議会との協議と計画的
な財産管理・運用に努めること。

③子宝祝金
少子高齢化は町の将来を左右す
る大問題であるが具体的な
施策がない。現行の第三子
以上のみでなく、只見町で
生まれてくる子ども全員に
子宝祝金を支給するなど、
効果のある具体的な施策を
検討されたい。

③基金の有効な管理
町の基金には、積み立て当
時のまま活用せず残された基
金もあるため、改めてその財
源の有効管理を行うべきであ
ること。

④投資的経費
町の財政は健全化を堅持し
ているが、今後は災害復興を
見据え、町民福祉の向上に資
する投資的な事業も積極的に
行うべきであること。

⑤事務処理
町の財務規則に定められた
事務処理を徹底すること。

④議案説明
当局職員の議案説明が判りづら
く的確でない。担当の事業内容
を把握していない職員や資料を
用意していない職員も見られた。
意欲の啓発・職員教育に留意さ
れたい。
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委
託
料
が
追
加
補
正
さ
れ
ま

し
た
。
工
事
の
進
捗
状
況
に

よ
っ
て
は
、
来
年
も
一
部
作

付
で
き
な
い
場
所
が
残
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

施
設
の
修
繕
料
な
ど
、
毎

年
ほ
ぼ
確
実
に
予
想
さ
れ
る

経
費
は
、
年
間
予
算
計
画
を

立
て
、
節
度
あ
る
財
政
運
営

を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
被
災

し
た
田
ん
ぼ
の
復
旧
工
事
が

全
力
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
新
た
に
測
量
設
計

黒
谷
地
区
に
進
め
ら
れ
て

い
る
「
ビ
オ
ト
ー
プ
」（
生

態
系
保
全
地
）
の
工
事
金
額

が
単
価
の
見
直
し
や
安
全
対

策
を
進
め
る
た
め
に
増
額
補

正
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
管
理
の
難
し
さ
が

問
わ
れ
、
荒
れ
地
に
な
ら
な

い
十
分
な
管
理
を
行
う
よ
う

求
め
ま
し
た
。

事
も
控
え
て
お
り
、
今
後
体

制
の
充
実
を
行
う
よ
う
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

欠
員
に
よ
り
予
算
の
減
額

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
空

き
家
調
査
な
ど
の
重
要
な
仕

岡
、
熊
倉
、
荒
島
、
黒
沢
、

只
見
田
中
、
新
屋
敷
、
入
叶

津
、
八
木
沢
、
蒲
生
の
各
集

落
が
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

集
落
で
除
雪
機
械
や
格
納

庫
を
備
え
、
高
齢
者
世
帯
な

ど
の
除
雪
を
支
援
す
る
こ
の

事
業
に
、
今
年
、
布
沢
、
亀

9
月
会
議
に
1
億
1
6
0
0
万
円
を
追
加
す
る
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提

案
さ
れ
、
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
歳
入
は
、
7
月
確
定
分
の
地
方
交
付
税
の
増
額

補
正
な
ど
。
歳
出
は
、
集
落
除
雪
を
支
援
す
る
た
め
の
除
雪
機
購
入
補
助
金
、
里
帰
り
出

産
を
支
援
す
る
た
め
の
実
家
保
育
所
の
入
所
委
託
、
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受
け
た
農
地
を

復
旧
さ
せ
る
た
め
の
委
託
予
算
な
ど
で
、
賄
う
財
源
と
し
て
予
備
費
5
7
0
0
万
円
が

あ
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
事
業
の
内
容
や
質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

里帰り出産で利用される町内の保育所の様子

町民とまちづくり推進員による聞き取り調査

平成25年度

集
落
除
雪
を
支
援
す
る
補
助
金

3
9
6
4
万
円

﹁
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
﹂

生
態
系
保
全
地

新
設
工
事

3
8
0
万
1
千
円

朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
ち
づ
く
り

推
進
員
報
酬  

93
万
6
千
円
減
額

農
地
災
害
の
測
量
設
計
委
託
料

2
0
0
万
円

補
正
予
算
全
般
の

在
り
方
に
つ
い
て
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自
然
災
害
な
ど
の
脅
威
か
ら
国
民

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
の
森
林
・

林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的
な
強
化

を
は
か
る
こ
と
に
加
え
、
二
酸
化
炭

素
吸
収
源
と
し
て
最
も
重
要
な
機
能

を
有
す
る
森
林
の
整
備
・
保
全
等
を

推
進
す
る
市
町
村
の
役
割
を
踏
ま
え
、

「
石
油
石
炭
税
の
税
率
の
特
例
」
に

よ
る
税
収
の
一
定
割
合
を
、
森
林
面

積
に
応
じ
て
譲
与
す
る
仕
組
み
の
構

築
を
強
く
求
め
る
。

町
村
は
、
こ
れ
ま
で
国
民
の
生
活

を
支
え
る
た
め
、
食
料
供
給
、
水
源

涵か
ん

養よ
う

、
国
土
保
全
に
努
め
、
伝
統
・

文
化
を
守
り
、
自
然
を
活
か
し
た
地

場
産
業
を
創
出
し
、
住
民
と
と
も
に

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
効
率

性
や
経
済
性
を
優
先
し
、
地
域
の
伝

統
や
文
化
、
郷
土
意
識
を
無
視
し
て

つ
く
り
上
げ
る
大
規
模
な
団
体
は
、

住
民
を
置
き
去
り
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
到
底
地
方
自
治
体
と
呼
べ
る
も

の
で
は
な
い
。
多
様
な
自
治
体
の
存

在
を
認
め
、
個
々
の
自
治
体
の
活
力

を
高
め
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
、
全

体
と
し
て
の
国
力
の
増
強
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
我
々
只
見
町
議
会
は
、

道
州
制
の
導
入
に
断
固
反
対
す
る
。

議案
番号

議　　案　　名

酒
井
右
一

藤
田

力

小
沼
信
孝

中
野
大
徳

目
黒
仁
也

鈴
木

征

新
國
秀
一

大
塚
純
一
郎

石
橋
明
日
香

佐
藤
孝
義

山
岸
フ
ミ
子

71号 只見町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
72号 只見町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
73号 町有財産の貸付について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
74号 平成25年度只見町一般会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
75号 平成25年度只見町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
76号 平成25年度只見町国民健康保険施設特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
77号 平成25年度只見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
78号 平成25年度只見町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
79号 平成25年度只見町介護老人保健施設特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
80号 平成25年度只見町簡易水道特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
81号 平成25年度只見町観光施設事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
82号 平成25年度只見町集落排水事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 1 平成24年度只見町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 2 平成24年度只見町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 3 平成24年度只見町国民健康保険施設特別会計最終歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 4 平成24年度只見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 5 平成24年度只見町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 6 平成24年度只見町介護老人保健施設特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 7 平成24年度只見町訪問看護ステーション特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 8 平成24年度只見町地域包括支援センター特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 9 平成24年度只見町簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定10 平成24年度只見町観光施設事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定11 平成24年度只見町交流施設特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定12 平成24年度只見町集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定13 平成24年度只見町朝日財産区特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

83号 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意4号 教育委員会委員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成25年9月会議提出議案賛否一覧表
今回の 9月会議で提出された議案に対する各議員の賛否一覧表です。

南会津町で開催された全国森林環境税創設促進
議員連盟総会（ 7月11日）

道
州
制
導
入
に

断
固
反
対
す
る
意
見
書

「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び

地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
地
方
の
財
源
確
保
」

の
た
め
の
意
見
書

国
に
対
し
２
件
の
意
見
書
を
提
出
！

●❶

●❷
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9
月
会
議
で
新
た
に
付
託
さ
れ
た
請
願
・
陳

情
は
次
の
２
件
で
す
。

❖　
　

❖　
　

❖

町
道
小
林
上
坪
か
ら

橋
場
線
の
道
路
改
良

経
済
文
教
常
任
委
員
会

に
付
託

地
元
区
長
や
明
和
小
・
保
育
所
の
P
T
A
か
ら
、

明
和
保
育
所
や
小
学
校
の
通
学
路
及
び
和
の
里
や

会
津
工
場
な
ど
へ
の
通
勤
路
と
な
る
町
道
路
線
の

拡
幅
改
良
を
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

❖　
　

❖　
　

❖

T
P
P
交
渉
に
関
す
る

請
願
書経

済
文
教
常
任
委
員
会

に
付
託（

紹
介
議
員
：
中
野
大
徳
議
員
）

会
津
み
な
み
農
業
協
同
組
合
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
に
係
る
情
報
開
示
及
び
今
後
に
お
け
る
慎
重
な

交
渉
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
及
び
関
係
機
関
に

提
出
す
る
旨
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

只
見
地
区
セ
ン
タ

ー
早
期
建
設
に
関

す
る
要
望
書
　

採
択
の
理
由

本
件
は
、
只
見
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
を
解
体
撤
去

の
上
、
只
見
町
役
場
本
庁
舎
と
は
別
に
、
現
在
の
敷

地
内
に
単
独
建
設
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。
役
場
庁

舎
建
設
に
係
る
只
見
町
地
域
計
画
審
議
会
の
答
申
、

只
見
町
議
会
公
共
施
設
等
調
査
特
別
委
員
会
の
審
査

報
告
等
を
踏
ま
え
、
陳
情
者
か
ら
の
意
見
聴
き
取
り

も
交
え
な
が
ら
慎
重
に
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
住
民

要
望
や
耐
震
補
強

の
費
用
対
効
果
の

審
議
を
行
っ
た
結

果
、
新
庁
舎
と
の

合
築
は
せ
ず
、
現

在
の
敷
地
内
に
お

い
て
単
独
建
設
す

る
旨
の
要
望
書
を

重
視
し
採
択
と
し

ま
し
た
。

萬
代
橋
の
架
け

替
え
に
つ
い
て

採
択
の
理
由

本
件
は
、
平
成
23
年
７
月
発
生
の
豪
雨
に
よ
り

落
橋
し
た
橋
梁
の
早
期
復
旧
と
拡
幅
改
良
を
要
望

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

萬
代
橋
は
本
町
の
住
民
が
生
活
の
基
幹
道
路
と

し
て
利
用
し
て
い
る
ほ
か
、
当
該
橋
梁
の
落
橋
は

地
域
振
興
に
重
大
な
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

陳
情
は
合
理
性
が
あ
る
も
の
と
認
め
採
択
し
ま
し

た
。 採 択

採 択

現地調査時の萬代橋

▼
要
望
者
を
交
え
た

総
務
厚
生
常
任
委
員

会
（
9
月
10
日
）

あ
の
陳
情
の
行
方
と
結
果

新
た
な
陳
情
・
請
願
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観
光
Ｐ
Ｒ
の
強
化
も
含
め
、

地
場
産
品
の
販
売
促
進
に
向

け
て
「
道
の
駅
」
建
設
構
想

を
住
民
と
と
も
に
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
県
立
只
見
高

校
振
興
対
策
を
目
的
と
し
た

千
葉
県
柏
市
教
育
委
員
会
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

設
運
営
に
お
け
る
課
題
等
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

〈
視
察
成
果
〉

「
道
の
駅
」
建
設
は
、
国
道

2
8
9
号
八
十
里
越
の
早
期

開
通
な
ど
に
備
え
た
地
域
振

興
及
び
産
業
振
興
対
策
の
観

点
か
ら
建
設
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
へ
の
登
録

申
請
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

只
見
町
に
お
い
て
、「
只

見
型
道
の
駅
構
想
」
が
計
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道

の
駅
が
当
町
の
産
業
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
と
な
る
た
め
、

先
進
地
で
あ
る
「
道
の
駅
」

を
現
地
調
査
し
ま
し
た
。

〈
視
察
日
時
〉

平
成
25
年
7
月
17
日
～
19
日

〈
視
察
箇
所
〉

長
野
県
栄
村
「
道
の
駅
信
越

さ
か
え
」

他
10
箇
所
（
長
野
県
6
箇

所
、
山
梨
県
2
箇
所
、
千
葉

県
・
福
島
県
各
1
箇
所
）

〈
視
察
内
容
〉

調
査
で
は
、
施
設
外
観
か

ら
施
設
敷
地
内
の
展
示
配
置

及
び
販
売
状
況
の
ほ
か
、
従

業
員
等
か
ら
販
売
実
績
や
施

ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
こ
の

路
線
は
、
戦
後
復
興
の
ダ
ム

建
設
の
物
資
輸
送
路
線
と
し

て
敷
設
以
来
、
全
線
開
通
に

多
く
の
人
々
が
努
力
さ
れ
、

地
域
の
観
光
や
住
民
の
足
と

し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

当
委
員
会
で
は
、

今
後
、
決
議
や
近
隣
、

金
山
町
、
魚
沼
市
な

ど
と
の
連
携
で
活
動

を
さ
ら
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
今
後
は
、

地
域
を
挙
げ
た
運
動

と
し
て
盛
り
上
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

福
島
県
は
じ
め
、
流
域
町

村
団
体
上
げ
た
要
望
活
動
を

国
、
JR
東
日
本
本
社
へ
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
進
展
が
見

只
見
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

は
、
老
朽
化
で
耐
震
強
度
が

弱
く
、
そ
の
使
用
が
危
険
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
補
強

に
よ
っ
て
使
用
す
る
か
、
現

在
の
場
所
に
新
築
す
る
か
、

ま
た
は
、
新
役
場
庁
舎
へ
合

築
か
な
ど
、
そ
の
方
法
が
検

討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

審
議
の
経
過
は
、
７
ペ
ー

ジ
記
載
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
今
後
の
具
体
的
な
施
設

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
住
民

説
明
を
十
分
に
行
い
な
が
ら

進
め
て
い
か
れ
る
旨
、
町
当

局
と
の
協
議
で
依
頼
し
ま
し

た
。

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

経
済
文
教
常
任
委
員
会

●
只
見
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
の
再
利

用
に
関
す
る
調
査

●
JR
只
見
線
の
早

期
全
線
開
通
に
関

す
る
調
査

●
「
道
の
駅
」
視
察

調
査

長野県栄村「信越さかえ」での視察の様子
（ 7月17日）

▲
只
見
駅
開
業
50
周
年

記
念
式
典
で
元
気
に
歌

と
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る

只
見
保
育
所
の
子
ど
も

た
ち
（
8
月
20
日
）
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〈
視
察
成
果
〉

研
修
後
す
ぐ
に
只
見
町
広

報
と
し
て
の
独
自
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
に
取
り
組
み
、
議

会
後
速
や
か
に
、
か
つ
中
身

の
あ
る
議
会
だ
よ
り
を
発
行

で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

今
後
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
秀
賞
を
受
賞
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
町
民
の
皆
様
に

愛
さ
れ
る
議
会

だ
よ
り
を
作
成

す
べ
く
、
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

報
」
に
な
る
か
、
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

〈
視
察
内
容
〉

編
集
方
針
や
役
割
分
担
等

に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
い

ず
れ
の
議
会
も
確
た
る
広
報

誌
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
、

役
割
分
担
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ

ン
グ
・
編
集
方
針
等
が
事
細

か
に
規
定
さ
れ
、
誰
が
委
員

に
な
っ
て
も
同
じ
質
の
広
報

誌
が
滞
り
な
く
出
来
上
が
る

万
全
な
体
制
が
敷
か
れ
て
い

ま
し
た
。
い
か
に
住
民
に

「
読
み
や
す
く
・
わ
か
り
や

す
く
・
親
し
ま
れ
る
議
会

少
子
高
齢
化
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
お
い
て
町
の
最

重
要
課
題
と
と
ら
え
、
担
当
課
を
定
め
て

取
り
組
む
よ
う
提
言
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
追
跡
し
ま

し
た
。

「
平
成
23
年
度
に
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
設
置
、
出
会
い
の
場
な
ど
商
工
会

等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
年
2
回
程
度
実
施

し
て
い
ま
す
。
数
字
的
に
は
、
ま
だ
表
れ

ま
せ
ん
が
参
加
者
の
方
か
ら
は
、
大
変
良

か
っ
た
と
の
声
を
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
に
は
少
子
化
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
不
妊
治
療
の
町
補
助
を

得
ま
し
た
。」（
町
当
局
談
）

今
後
も
若
い
人
の
出
会
い
の
場
な
ど
継

続
し
充
実
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

〈
目　

的
〉

当
委
員
会
で
は
、
町
民
の

皆
様
に
と
っ
て
読
み
や
す
く

親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り

で
少
し
で
も
議
会
の
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

議
会
だ
よ
り
作
成
に
鋭
意
努

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な

か
な
か
ご
満
足
頂
け
る
も
の

が
で
き
ず
、
発
行
も
遅
れ
が

ち
で
し
た
。
こ
の
現
状
を
改

善
す
べ
く
、
例
年
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

を
受
賞
し
て
い
る
議
会
を
訪

ね
る
こ
と
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伺

い
、
編
集
上
の
課
題
等
に
つ

広
報
特
別
委
員
会
の
活
動
報
告

「山コン」に参加の若い男女
が三石神社に参拝（ 9月13日）

広報特別委員会視察研修の様子
（ 8月 7日）

行
政
視
察
報
告

平
成
25
年
8
月
6
〜
8
日

岩
手
県
岩
泉
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

宮
城
県
利
府
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

「 」

視
察
日
時

視
察
研
修
先

※
ど
ち
ら
も
平
成
24
年
度
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
受
賞
町
議
会
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求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

町
　
長　

若
者
定
住
の
た
め

の
持
ち
家
建
設
に
対
す
る
支

援
策
等
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。
ま
た
、
特
産
品
の
開

発
を
含
め
、
農
業
の
6
次
産

業
化
の
検
討
を
し
て
い
る
。

化
や
少
子
高
齢
化
と
は
無
縁

の
豊
か
な
村
に
な
っ
た
。
高

収
入
が
決
め
手
な
の
か
若
者

も
増
え
続
け
、
村
の
嫁
さ
ん

の
7
割
が
東
京
な
ど
都
会
か

ら
嫁
い
で
き
て
い
る
。
明
確

な
目
標
を
設
定
し
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
施
策
の
実
行
が
今
、

け
入
れ
施
策
を
充
実
さ
せ
る
。

大
塚
議
員　

群
馬
県
上
野
村

で
は
、
現
在
の
人
口
１
３
６　

３
人
だ
が
村
の
総
合
計
画
で

目
指
す
人
口
を
１
５
０
０
人

と
し
、
今
後
10
年
間
で
人
口

対
策
を
明
確
な
重
点
政
策
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
長
野
県

川
上
村
で
は
、
経
済
的
な
安

定
を
目
指
し
農
業
を
産
業
基

盤
の
中
心
と
位
置
付
け
た
政

策
を
展
開
し
、
今
で
は
レ
タ

ス
生
産
量
日
本
一
の
村
と
な

っ
た
。
農
家
平
均
年
収
２
５　

０
０
万
円
を
超
え
る
。
過
疎

備
に
力
を
入
れ
る
。

大
塚
議
員　

具
体
的
な
政
策

が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ

の
様
な
状
態
、
取
り
組
み
で
、

自
立
で
き
る
町
に
な
れ
る
の

か
。

町
　
長　

地
域
特
性
を
理
解

し
な
が
ら
、
各
地
区
の
拠
点

機
能
を
充
実
さ
せ
、
住
民
協

働
の
体
制
と
気
運
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
生
活
環
境
等

の
整
備
と
、
地
域
資
源
等
を

活
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大

や
、
U
、
I
タ
ー
ン
者
の
受

町
　
長　

今
後
も
町
民
が
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
対

策
を
講
ず
る
。
医
療
、
介
護
、

福
祉
は
も
ち
ろ
ん
、
次
代
を

担
う
世
代
の
確
保
、
育
成
、

そ
の
た
め
の
働
き
場
、
住
宅

の
確
保
、
交
流
環
境
等
の
整

大
塚
議
員　

少
子
、
過
疎
、

高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
町
の
現
状
で
、
今
、
確

か
な
政
策
の
実
行
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
の
若

者
定
住
政
策
や
住
宅
政
策
は

ど
の
様
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

大
塚
純
一
郎
議
員

只
見
町
の
10
年
後
の
姿
は
？

︱
今
後
も
只
見
町
に

住
み
続
け
ら
れ
る
対
策
が
必
要
町
長

次世代の子どもたちが住み続ける対策が必要
（教育委員会事業、カルガモ教室）
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こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
住

民
に
説
明
し
謝
罪
す
る
つ
も

り
は
な
い
か
。

町
　
長　

こ
れ
ま
で
も
謝
罪

の
言
葉
は
申
し
上
げ
た
つ
も

り
。
そ
れ
が
充
分
被
災
者
の

心
を
救
っ
た
か
は
分
か
ら
な

い
。
責
任
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

交
わ
ら
な
い
平
行
線
を
た
ど

る
議
論
で
客
観
性
が
な
い
。

し
か
し
、
真
実
は
一
つ
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
に
大
半
の
住

民
や
マ
ス
コ
ミ
は
気
が
付
い

て
い
る
。
住
民
に
対
す
る
町

長
の
信
頼
が
薄
れ
て
い
る
。

ダ
ム
放
流
の
情
報
を
住
民
に

知
ら
せ
ず
被
害
が
拡
大
し
た

な
い
と
受
け
取
れ
る
が
ど
う

か
。
ま
た
、
そ
の
後
、
住
民

の
一
部
か
ら
調
査
結
果
が
納

得
で
き
な
い
趣
旨
の
公
開
質

問
状
が
出
て
い
る
。
住
民
は

納
得
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え

て
当
然
だ
が
、
そ
れ
で
も
納

得
さ
れ
た
と
考
え
る
か
。

町
　
長　

調
査
結
果
は
調
査

目
的
と
仕
様
を
満
た
し
て
い

る
。

酒
井
議
員　

私
は
こ
れ
ま
で
、

デ
ー
タ
を
示
し
論
理
的
に
質

問
を
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

調
査
結
果
は
妥
当
だ
と
強
弁

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
絶
対
に

義
務
違
反
に
つ
い
て
も
、
そ

の
事
実
を
認
め
な
が
ら
検
証

し
て
い
な
い
。

町
　
長　

調
査
は
契
約
の
通

り
の
仕
様
と
認
め
た
。

酒
井
議
員　

過
日
（
6
月
21

日
）
の
調
査
結
果
住
民
説
明

会
で
住
民
は
調
査
結
果
に
納

得
さ
れ
た
か
。

町
　
長　

納
得
さ
れ
た
と
考

え
て
い
る
。

酒
井
議
員　

何
を
根
拠
に
住

民
が
納
得
さ
れ
た
と
考
え
る

か
。
説
明
会
の
後
日
談
を
聴

け
ば
、
会
場
は
騒
然
と
し
て

い
て
住
民
は
納
得
さ
れ
て
い

と
交
わ
し
た
契
約
で
は
、
調

査
目
的
を
7
・
29
新
潟
福
島

豪
雨
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
検
証
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
災
害
に
は
ダ

ム
災
害
の
検
証
が
必
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
ダ
ム
操
作
規

定
違
反
と
町
長
の
情
報
周
知

酒
井
議
員　

超
学
際
的
研
究

機
構
（
以
下
、
超
学
際
と
呼

称
す
る
）の
調
査
は
、「
調
査

目
的
」
と
「
仕
様
」
を
満
た

し
て
い
る
か
町
長
に
問
う
。

町
　
長　

満
た
し
て
い
る
。

酒
井
議
員　

満
た
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
超
学
際

酒
井
右
一
議
員

洪
水
検
証
業
務
報
告
は

契
約
ど
お
り
か
？

︱
調
査
の
目
的
は
満
た
し
て
い
る
町
長

八木沢地区の河川災害復旧状況（7月下旬撮影）
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町
民
生
活
課
長　

只
見
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
際
に
情
報
通
信
手

段
の
多
重
化
と
併
せ
検
討
し

て
い
き
た
い
。

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
本

年
6
月
の
防
災
訓
練
の
折
は

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
発
信
し

た
経
緯
も
あ
る
。

小
沼
議
員　

緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
出
さ
れ
た
際
、
受
信
で

き
な
か
っ
た
方
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
今
後
の
対
策
と
し

て
、
緊
急
速
報
を
発
信
す
る

事
も
大
切
で
あ
る
が
、
情
報

を
受
け
取
る
側
が
ど
こ
に
い

て
も
自
分
の
住
ん
で
い
る
只

見
町
の
情
報
を
自
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
入
手
す
る
よ
う
な
情

報
発
信
の
仕
組
み
を
作
る
考

え
は
な
い
か
。

小
沼
議
員　

災
害
時
の
情
報

の
受
け
取
り
方
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

町
　
長　

防
災
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
、
情
報
通
信
手
段
の

多
重
化
に
向
け
検
討
を
始
め

町
　
長　

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

は
現
時
点
町
内
47
基
設
置
し

て
い
る
、
降
雨
時
や
風
向
き

に
よ
り
聴
取
に
影
響
が
あ
る

こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。

町
民
生
活
課
長　

現
時
点
で

は
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
改
修

や
増
設
す
る
考
え
は
な
い
。　
　
　

小
沼
議
員　

本
当
に
そ
れ
で

良
い
の
か
も
う
一
度
町
長
に

お
聞
き
し
た
い
。

町
　
長　

防
災
の
観
点
か
ら

し
て
も
、
ま
た
災
害
時
の
情

報
通
信
手
段
と
し
て
は
非
常

に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
の
で

戸
別
受
信
機
を
含
め
十
分
検

討
し
て
い
き
た
い
。

小
沼
議
員　

町
内
に
あ
る
広

報
無
線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
は

現
在
何
か
所
設
置
さ
れ
て
い

る
の
か
。
雨
な
ど
が
降
っ
て

い
る
際
非
常
に
聞
き
取
り
に

く
い
箇
所
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

そ
う
い
っ
た
問
題
点
を
改
善

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

小
沼
信
孝
議
員

緊
急
時
の
情
報
提
供
の
在
り
方
は
？

︱
情
報
通
信
手
段
の
多
重
化
を
検
討
し
て
い
る
町
長

携帯電話などでも情報を受け取
れる方法はないか（イメージ）
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口
で
の
事
業
展
開
を
可
能
に

す
る
た
め
だ
。

町
　
長　

防
災
上
も
現
シ
ス

テ
ム
で
は
課
題
が
あ
る
。
他

の
事
業
展
開
の
た
め
に
も
議

員
言
わ
れ
る
総
合
情
報
シ
ス

テ
ム
は
、
今
後
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

し
た
。
安
易
な
考
え
で
は
今

後
の
ぞ
め
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

町
民
生
活
課
長　

今
回
の
反

省
か
ら
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

検
討
は
十
分
行
う
。

目
黒
議
員　

防
災
対
策
と
そ

の
他
の
事
業
発
展
の
た
め
に
、

情
報
提
供
の
仕
組
み
を
も
う

一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
将
来
の
観
光
、
福

祉
、
農
業
、
企
業
誘
致
な
ど
、

他
の
分
野
で
も
新
し
い
切
り

の
意
見
は
理
解
で
き
る
。
十

分
受
け
止
め
て
今
後
検
討
す

る
。

目
黒
議
員　

災
害
の
教
訓
か

ら
、「
想
定
外
は
な
い
」
認

識
で
、
今
後
の
被
害
を
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
。
想
定
外

の
被
害
と
し
て
、
ダ
ム
決
壊
、

本
庁
舎
の
被
災
、
柏
崎
刈
羽

原
発
等
様
々
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
認
識
で
今
回
の
防
災
計

画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る

か
。

町
　
長　

今
回
の
災
害
か
ら

い
く
ら
ハ
ー
ド
的
な
準
備
が

あ
っ
て
も
、
自
然
に
は
か
な

わ
な
い
と
い
う
認
識
を
深
く

性
、
そ
の
概
略
を
年
内
に
示

さ
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
　
長　

若
い
人
の
発
想
に

あ
う
よ
う
な
事
業
展
開
が
今

後
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、

投
資
的
な
事
業
に
も
今
後
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
の
方
針
は
重
要
と
考
え

て
い
る
。

目
黒
議
員　

現
在
の
町
の
総

合
計
画
は
27
年
度
で
終
わ
る
。

今
後
復
興
10
年
を
見
通
す
中

で
、
来
年
度
早
い
時
期
か
ら

協
議
の
場
を
設
け
る
な
ど
、

前
倒
し
で
着
手
で
き
な
い
か
。

総
務
企
画
課
長　

結
果
を
ど

う
出
す
か
が
問
題
だ
。
議
員

目
黒
議
員　

災
害
復
旧
事
業

も
林
道
を
除
き
、
概
ね
本
年

度
で
完
了
の
め
ど
が
立
っ
て

き
た
。
来
年
度
か
ら
は
、
い

よ
い
よ
次
の
ス
テ
ッ
プ
の

「
復
興
」
に
向
け
た
取
り
組

み
と
な
る
。
こ
の
節
目
に
当

た
り
、
10
年
、
15
年
先
を
見

据
え
た
目
標
と
施
策
の
方
向

復
興
目
標
と
施
策
の
方
向
性
を
年
内
に

︱
大
切
な
時
期
で
あ
り
前
向
き
に
考
え
る
町
長

目
黒
仁
也
議
員

檜枝岐村の情報システムを学ぶ（ 9月 4日）
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町
民
生
活
課
長　

現
在
の
基

準
で
は
で
き
な
い
。

他
に
、
新
庁
舎
建
設
、
只

見
地
区
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
、
小
水

力
発
電
の
調
査
状
況
の
こ
と

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

町
　
長　

只
見
町
独
自
で
見

直
す
と
い
う
よ
う
な
意
志
は

あ
り
ま
せ
ん
。

新
國
議
員　

私
か
ら
お
願
い

す
る
が
、
町
長
が
特
に
認
め

る
事
業
を
拡
大
解
釈
し
て
、

町
長
の
裁
量
と
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
、
検
討
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
。

民
全
て
に
基
金
が
行
き
わ
た

ら
な
く
て
も
良
い
の
か
。
資

金
力
が
あ
っ
て
新
築
・
改
築

で
き
る
人
に
は
金
が
配
ら
れ
、

高
齢
で
家
も
無
く
な
り
、
自

力
で
再
建
で
き
ず
諦
め
た
町

民
に
は
一
切
支
援
が
な
い
。

こ
れ
で
平
等
と
言
え
る
か
。

町
　
長　

あ
く
ま
で
も
生
活

再
建
支
援
と
し
て
、
県
の
基

準
で
行
っ
て
い
る
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

新
國
議
員　

県
の
基
準
と
い

う
が
、
町
民
か
ら
不
満
が
出

て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
県

の
基
準
を
見
直
す
努
力
を
す

る
気
が
な
い
か
。

策
が
申
請
5
件
、
執
行
額
は

3
2
0
万
円
で
あ
る
。

新
國
議
員　

元
々
の
生
活
再

建
予
算
は
。

町
民
生
活
課
長　

約
5
億
円

で
あ
る
。

新
國
議
員　

は
る
か
に
及
ば

な
い
執
行
額
に
つ
い
て
、
こ

れ
が
町
民
が
期
待
し
た
基
金

の
使
い
道
で
あ
っ
た
と
思
う

か
。

町
　
長　

あ
く
ま
で
も
県
の

生
活
再
建
支
援
の
基
準
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

新
國
議
員　

町
長
に
改
め
て

聞
く
が
、
災
害
を
受
け
た
町

新
國
議
員　

豪
雨
災
害
復
興

基
金
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で

の
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給

状
況
は
。

町
　
長　

9
月
13
日
で
、
申

請
68
件
、
執
行
額
は
1
億
６　

５
０
０
万
円
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
、
町
長
が
特
に
認
め
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
克
雪
対

新
國
秀
一
議
員

豪
雨
災
害
復
興
基
金
事
業
の
進
捗
は
？

︱
県
の
基
準
に
則
り
、
進
め
て
い
る
町
長

只見地区仮設住宅
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こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
た

だ
、
一
日
も
早
い
再
開
通
を

願
う
立
場
か
ら
電
源
開
発
㈱

に
で
き
る
限
り
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ム
災
害
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、

こ
の
復
旧
費
45
億
円
は
電
源

開
発
㈱
が
負
担
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

町
　
長　

当
事
者
間
の
問
題

で
あ
り
単
純
に
申
し
上
げ
る

藤
田
議
員　

豪
雨
災
害
の
被

災
者
支
援
金
に
つ
い
て
不
公

平
だ
と
思
う
。
サ
イ
レ
ン
も

広
報
も
無
い
中
で
車
や
家
財

を
無
く
し
た
人
を
支
援
す
べ

き
。
制
度
を
見
な
お
す
か
、

「
町
長
が
特
に
認
め
る
こ
と
」

を
活
用
し
て
あ
た
た
か
い
支

援
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

町
　
長　

こ
の
制
度
は
、
県

が
設
置
し
た
基
金
か
ら
の
交

付
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
。

県
が
定
め
た
活
用
基
準
に
沿

っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
が
有

効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
努
め

る
。

藤
田
議
員　

私
は
、
寄
岩
向

い
の
只
見
線
第
八
橋
梁
は
ダ

究
を
終
え
て
い
る
。
大
赤
沢

付
近
で
出
力
24
㌗
、
年
間
売

電
益
1
9
0
万
円
の
試
算
も

で
き
て
い
る
。
小
水
力
で
水

の
町
只
見
が
一
番
に
な
れ
る

よ
う
急
い
で
欲
し
い
。
木
の

駅
は
、
未
利
用
材
か
ら
の
チ

ッ
プ
を
作
る
工
場
が
旧
伊
南

に
あ
り
、「
き
ら
ら
２
８
９
」

で
実
際
燃
や
し
て
い
る
。
道

の
駅
は
、
い
つ
頃
建
設
す
る

計
画
か
。

産
業
振
興
課
長　

特
産
品
の

開
発
も
必
要
で
あ
り
、
時
期

は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

権
な
ど
課
題
を
整
理
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。
木
の
駅
は
、

関
係
者
で
検
討
会
を
立
ち
上

げ
2
回
開
催
し
た
。
道
の
駅

は
、
構
想
策
定
を
会
津
若
松

の
㈱
明
天
に
委
託
し
た
。

藤
田
議
員　

小
水
力
は
、
只

見
の
民
間
団
体
が
大
方
の
研

藤
田
議
員　

当
初
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
①
小
水
力
発

電
事
業
、
②
木
の
駅
構
想
調

査
事
業
、
③
只
見
型
道
の
駅

構
想
事
業
に
町
民
の
関
心
が

多
い
。
今
ま
で
の
進
み
具
合

や
経
過
・
目
標
等
伺
う
。

町
　
長　

小
水
力
は
、
水
利

藤

田
　
力
議
員

木
の
駅
構
想
調
査
事
業
の

進
捗
状
況
は
？

︱
11
月
を
目
途
に
策
定
す
る

JR
只
見
線
第
八
橋
梁
は

ダ
ム
災
害
で
は
な
い
か
？

︱
当
事
者
間
の
問
題
で
あ
り

単
純
な
回
答
は
控
え
る

町
長

現在不通区間の只見線第８橋梁

町
長
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町
　
長　

当
然
、
外
国
人
観

光
客
誘
致
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

教
育
長　

外
国
語
の
習
得
よ

り
も
、
地
元
の
文
化
な
ど
に

つ
い
て
自
信
を
も
っ
て
語
れ

る
町
民
を
、
只
見
学
を
通
し

て
育
て
る
こ
と
に
力
を
入
れ

て
い
く
。

そ
の
他
、
若
者
定
住
を
促

進
し
て
い
く
た
め
の
雇
用
政

策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

利
用
し
て
積
極
的
に
情
報
発

信
し
て
い
く
考
え
は
。
今
の

時
代
、
情
報
発
信
者
に
情

報
・
人
・
お
金
が
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
が
。

総
務
企
画
課
長　

S
N
S
は

問
題
点
も
あ
り
、
ま
ず
は
Ｈ

Ｐ
で
の
情
報
更
新
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
。　

石
橋
議
員　

今
後
、
外
国
人

観
光
客
を
誘
致
し
て
い
く
考

え
は
。ま
た
、対
応
で
き
る
町

民
を
育
て
る
た
め
の
教
育
は
。

ダ
ム
か
ら
の
景
観
、
各
種

山
々
の
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
町
内
随
所
で
の
写
真
撮

影
や
雪
国
体
験
等
だ
。
観
光

人
口
の
増
加
は
、
エ
コ
パ
ー

ク
認
定
が
起
爆
剤
に
な
る
。

町
の
認
知
度
向
上
に
努
め
、

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討

し
て
い
く
。

石
橋
議
員　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
、
ハ
ー
ト
型

に
見
え
る
田
子
倉
湖
の
ス
ポ

ッ
ト
や
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の

明
示
な
ど
、
掘
り
起
こ
せ
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
新

し
い
Ｈ
Ｐ
（
注
1
）
と
共
に

S
N
S
（
注
2
）
媒
体
等
を

て
利
用
さ
れ
る
町
に
し
て
い

く
考
え
は
な
い
か
。
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
構
想
予
算
を
今
年

度
計
上
し
て
い
る
が
。

町
　
長　

ぜ
ひ
そ
の
よ
う
な

方
向
に
も
っ
て
い
き
た
い
。

総
務
企
画
課
長　

ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
構
想
は
ま
だ
構
想
段

階
だ
。

石
橋
議
員　

町
内
に
あ
る
資

源
を
使
っ
て
、
今
後
い
つ
ま

で
に
、
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に

観
光
開
発
し
、
観
光
人
口
を

増
や
し
て
い
く
の
か
。

町
　
長　

本
町
の
観
光
資
源

は
、
雄
大
な
自
然
、
伝
統
文

化
や
食
、
ブ
ナ
林
、
田
子
倉

登
録
地
域
に
相
応
し
い
、
地

域
に
根
差
し
た
事
業
を
展
開

し
て
い
く
。
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー

を
中
核
と
し
て
学
術
的
に
注

目
さ
れ
る
地
域
に
し
、
頭
脳

が
集
ま
る
町
に
し
て
い
く
。

石
橋
議
員　

当
町
に
お
い
て

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
強
化
合
宿

や
学
生
の
夏
季
合
宿
先
と
し

石
橋
議
員　

2
0
2
0
年
東

京
五
輪
開
催
に
向
け
て
の
経

済
波
及
効
果
を
当
町
で
も
得

る
た
め
に
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
認
定
と
合
わ
せ
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
く
の
か
。

町
　
長　

人
間
と
自
然
が
共

生
す
る
地
域
、
エ
コ
パ
ー
ク

石
橋
明
日
香
議
員

観
光
振
興
で
の
経
済
発
展
の
道
筋
は
？

︱
町
内
資
源
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
町
長

観光客誘致の拠点のひとつ「森林の分校ふざわ」

（注1）HP：ホームページの略。インターネットにつないで
いる複数の人が見ることができるもの。

（注2）SNS：ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。
社会的ネットワークをインターネット上で構築する
サービス（ツイッター、facebook、ブログなど）。
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に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
経

過
も
含
め
今
後
も
引
き
続
き

お
願
い
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

鈴
木
議
員　

農
地
の
転
用
な

ど
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
お
し
ら
せ
ば
ん
な

ど
で
町
民
に
分
か
り
や
す
く

知
ら
せ
る
よ
う
、
計
画
を
持

つ
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

産
業
振
興
課
長　

農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
地
域
住
民
の
方

に
伝
え
る
べ
き
内
容
を
判
断

し
た
上
で
適
切
な
農
地
の
管

理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
啓

発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ん
で
い
き
た
い
。

鈴
木
議
員　

町
内
に
あ
る
荒

廃
農
地
を
何
と
か
開
拓
で
き

な
い
の
か
。
補
助
事
業
を
導

入
し
て
で
も
や
る
と
い
っ
た

前
向
き
な
検
討
は
さ
れ
な
い

の
か
。

町
　
長　

補
助
制
度
の
活
用

を
含
め
、
地
元
の
方
々
と
協

議
の
場
を
持
つ
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

鈴
木
議
員　

町
は
超
過
税
率

と
し
て
、
当
初
予
算
の
と
き

に
協
力
を
求
め
て
い
る
が
、

税
の
見
直
し
を
す
る
考
え
が

あ
る
の
か
。

町
　
長　

超
過
税
率
の
税
率

鈴
木
議
員　

町
内
に
あ
る
荒

廃
農
地
に
対
し
、
農
地
と
し

て
復
旧
す
る
こ
と
を
検
討
し

な
い
の
か
。

町
　
長　

耕
作
放
棄
地
解
消

を
目
的
に
農
地
と
し
て
の
再

利
用
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

耕
作
放
棄
地
対
策
に
取
り
組

鈴

木
　
征
議
員

荒
廃
農
地
の
活
用
策
は
？

︱
今
後
、
耕
作
放
棄
地
対
策
に
取
り
組
む
町
長

あちらこちらに点在する荒廃農地
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徐
々
に
訪
問
者
が
増
え
て
い

く
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
今
あ
る
も
の
を
磨

い
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山
地
、
中
尊
寺
に
継
ぐ
世
界

認
証
と
な
る
。
学
術
調
査
等
、

光
が
さ
す
町
に
な
っ
て
い
く

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考

え
る
。

町
　
長　

私
も
そ
う
思
う
。

一
度
は
訪
ね
て
み
た
い
と
思

わ
れ
る
魅
力
的
な
町
に
し
、

み
・
観
察
の
森
」
の
整
備
で

あ
る
。
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
進
め
て
お
り
、
集
落
の

近
く
に
あ
る
優
れ
た
自
然
を

紹
介
で
き
る
よ
う
、
集
落
の

理
解
と
協
力
の
も
と
整
備
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
簗
取

集
落
の
ブ
ナ
林
、
下
福
井
集

落
の
ブ
ナ
林
を
整
備
し
た
。

大
曾
根
湿
原
の
保
全
に
も
取

り
組
む
。

中
野
議
員　

認
定
は
、
南
ア

ル
プ
ス
地
域
と
同
時
に
日
本

で
は
６
番
目
か
７
番
目
に
な

る
。
東
北
に
限
れ
ば
、
白
神

今
、
世
界
に
認
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。

認
定
後
に
向
け
た
、
観

光
・
産
業
に
お
け
る
取
組
状

況
と
し
て
は
、
一
つ
と
し
て
、

「
自
然
首
都
・
只
見
」
伝
承

産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
補
助

金
を
今
年
度
か
ら
設
け
た
。

基
本
的
に
、
町
内
の
天
然
資

源
、
農
産
物
資
源
を
利
用
し

て
作
ら
れ
る
伝
承
産
品
の
技

術
伝
承
、
開
発
、
販
売
を
支

援
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
つ
る
細
工
な
ど
を
見
込

ん
で
い
る
。
次
に
、「
た
だ

護
・
保
全
す
べ
き
貴
重
な
自

然
環
境
と
生
物
多
様
性
が
あ

り
、
卓
越
し
た
自
然
環
境
と

共
存
し
な
が
ら
伝
統
的
な
生

活
・
文
化
を
育
ん
で
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、「
自
然
」「
暮
ら
し
」
が
、

中
野
議
員　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
認
定
に
向
け
、
観
光
、

産
業
面
に
お
け
る
取
組
状
況
、

お
よ
び
、
現
在
の
進
捗
状
況

は
。

町
　
長　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
は
、
設
定
地
域
内
に
保

中
野
大
徳
議
員

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た

取
組
み
状
況
は
？

︱
今
あ
る
も
の
を
磨
く
こ
と
か
ら
始
め
た
い
町
長

体験学習に人気の高い「癒しの森」
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る
こ
と
を
禁
止
す
る
意
図
で

は
な
い
と
し
て
い
る
。
他
町

村
で
も
無
料
化
に
し
て
い
る

事
例
も
あ
る
。
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
、
安

心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
、
誇
れ
る
ま
ち
づ

く
り
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

実
施
す
べ
き
で
な
い
か
。

町
　
長　

通
達
は
承
知
し
て

い
る
が
、
全
て
が
無
料
化
と

い
う
施
策
が
良
い
も
の
か
ど

う
か
、
多
く
の
方
々
の
意
見

が
必
要
だ
。

保
健
福
祉
課
長　

町
民
の
方

が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
な
生

活
を
送
る
た
め
の
健
康
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
。

山
岸
議
員　

健
診
の
周
知
の

徹
底
、
町
独
自
の
健
診
検
査

項
目
の
追
加
、
負
担
軽
減
等
、

受
け
や
す
い
状
況
を
つ
く
る

こ
と
を
求
め
る
。

町
　
長　

各
種
保
健
事
業
な

ど
を
通
し
、
健
康
意
識
の
向

上
及
び
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

り
に
く
く
、
知
ら
な
い
内
に

出
血
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

大
変
不
安
だ
。

山
岸
議
員　

子
宮
頸
が
ん
は

半
年
で
も
発
症
す
る
と
聞
く
。

眼
底
検
査
は
表
面
で
は
分
か

査
、
眼
底
・
心
電
図
検
査
が

減
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で

健
診
の
目
的
は
果
た
さ
れ
て

い
る
と
思
う
か
。

町
　
長　

子
宮
頸
が
ん
は
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

実
施
し
て
い
る
。
心
電
図
・

眼
底
検
査
に
つ
い
て
は
医
師

の
判
断
で
実
施
し
て
い
る
。

山
岸
議
員　

健
診
の
目
的
は
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ

り
病
気
の
重
症
化
を
予
防
し
、

医
療
費
の
増
大
を
防
ぐ
こ
と

だ
。
健
診
受
診
率
の
動
向
は
。

町
　
長　

今
年
度
の
国
保
受

診
率
は
50
％
だ
。
毎
年
受
診

率
が
低
下
し
て
い
る
。

山
岸
議
員　

子
宮
頸
が
ん
検

山
岸
議
員　

少
子
化
対
策
と

若
者
定
住
対
策
の
一
環
と
し

て
思
い
切
っ
た
政
策
が
必
要

で
あ
る
。
子
育
て
の
費
用
負

担
軽
減
の
た
め
に
も
、
給
食

の
無
料
化
を
行
い
、
誇
れ
る

町
に
す
べ
き
だ
。

町
　
長　

学
校
給
食
に
要
す

る
経
費
は
保
護
者
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

山
岸
議
員　

少
子
化
対
策
で

他
の
市
町
村
も
大
変
な
工
夫

を
し
て
い
る
。
そ
れ
以
上
の

政
策
が
な
け
れ
ば
、
U
・
I

タ
ー
ン
の
若
者
定
住
は
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。

町
　
長　

必
ず
し
も
無
料
化

が
良
い
こ
と
な
の
か
分
か
ら

な
い
。

山
岸
議
員　

文
部
科
学
省
は

自
治
体
な
ど
が
学
校
給
食
へ

の
助
成
を
行
う
こ
と
を
可
能

と
す
る
通
達
を
出
し
て
い
る
。

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
現

状
か
ら
み
て
、
地
方
公
共
団

体
、
学
校
法
人
な
ど
が
児
童

の
給
食
費
の
一
部
を
補
助
す

山
岸
フ
ミ
子
議
員

健
診
を
充
実
さ
せ
る
考
え
が
あ
る
か
？

︱
町
民
の
健
康
意
識
の
向
上
及
び

啓
発
に
努
め
て
い
く

給
食
費
を
無
料
化
に
す
べ
き
で
は
？

︱
無
料
化
に
つ
い
て
議
論
が
必
要
だ

町
長

町
長

朝
日
小
学
校
の
給
食
の
様
子
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、町
政
を
問
う

20

芸
能
交
流
が
あ
っ
た
り
と
昔

か
ら
の
交
流
、
深
い
つ
な
が

り
は
承
知
し
て
い
る
。
地
区

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
イ
ベ
ン

ト
交
流
な
ど
積
極
的
に
取
り

組
む
考
え
で
い
る
。

要
だ
と
考
え
る
が
。

産
業
振
興
課
長　

同
じ
認
識

で
い
る
。
ガ
イ
ド
の
育
成
に

も
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
。

佐
藤
議
員　

松
坂
峠
の
ト
ン

ネ
ル
化
を
悲
願
に
郡
、
町
を

超
え
て
の
住
民
会
議
も
発
足

し
て
い
る
。
今
後
も
歴
史
、

文
化
の
交
流
を
し
て
い
く
上

で
も
応
援
を
い
た
だ
き
た
い
。

明
和
地
区
セ
ン
タ
ー
長　

金

山
町
か
ら
お
嫁
に
来
た
り
、

が
で
き
な
く
な
る
。
代
替
え

と
し
て
整
備
す
る
チ
ャ
ン
ス

だ
。
県
担
当
へ
の
働
き
か
け

も
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

環
境
整
備
課
長　

様
々
な
場

面
で
要
望
し
て
い
る
。
現
道

改
良
に
は
無
理
も
あ
る
が
、

今
後
県
と
し
て
し
っ
か
り
取

り
組
む
回
答
は
得
て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
要
望
し
て

い
く
。

佐
藤
議
員　

こ
の
路
線
は
、

「
癒
し
の
森
」
を
抱
え
、
今

後
エ
コ
パ
ー
ク
の
中
核
と
し

て
の
活
用
も
考
え
ら
れ
、
観

光
面
か
ら
も
そ
の
整
備
は
重

路
と
し
て
、
ま
た
広
域
連
携

道
路
と
し
て
も
重
要
な
位
置

に
あ
る
。
そ
し
て
、
豪
雨
災

害
後
は
代
替
え
道
路
と
し
て

も
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。

し
か
し
、
福
島
県
が
今
年
3

月
に
策
定
し
た
「
ふ
く
し
ま

道
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
は
、

具
体
的
な
整
備
年
次
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
単

な
る
地
域
限
定
の
山
道
で
な

い
必
要
性
を
強
力
に
訴
え
て

い
く
。

佐
藤
議
員　

国
道
２
５
２
号

線
塩
沢
地
区
の
土
砂
崩
れ
や

交
通
事
故
等
で
頻
繁
に
通
行

佐
藤
議
員　

住
民
会
議
で
活

動
し
て
い
る
、
県
道
「
布
沢

横
田
線
」
の
改
良
整
備
を

「
福
島
県
県
道
整
備
10
カ
年

計
画
」
に
追
加
す
る
運
動
に

行
政
側
か
ら
も
強
く
応
援
で

き
な
い
か
。

町
　
長　

奥
会
津
の
環
状
道

佐
藤
孝
義
議
員

布
沢
松
坂
峠
の
改
良
に

早
く
道
筋
を
！

︱
県
計
画
で
具
体
化
し
て
い
な
い
町
長

国道の代替えとして重要な県道「布沢横田線」
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議員の突撃
インタビュー

聴かせてくんつぇ！聴かせてくんつぇ！

町政や議会等に対してどのように考えているのかを
町民の方々に議会広報特別委員会の委員が直接お伺
いして、さまざまな想いを聴かせていただきました。

伊
い

豆
ず

眞
しん

一
いち

さん（叶津）
叶津地内において「ビストロ叶屋」を経
営。地元の野菜などを使った農家レスト
ランとして常連客も定着しています。

三
さん

瓶
べ

豊
とよ

市
いち

さん（大倉）
地元建設会社に勤務されており、
現在大倉区長としてご活躍されて
います。

只見町に移住して７年目になります
が、人口減少をヒシヒシと感じていま
す。ユネスコエコパークに登録申請を
した今、町の活性化と自然首都・只見
の持続可能な良いシステムができ、若
い世代の人が増加することを期待して
います。そのためにも、議員と町民が
気楽に話せる場がもっとあると良いで
すね。

只見町議会は、他の町村にな
いような通年議会制を実施して
おり、ご苦労様です。
只見町議会の目指す議会の姿
として
◦町民に分かりやすい議会
◦しっかり討議する議会
◦政策を提言する議会
と目標を掲げていますが、そ
れをしっかりと実行して、議会

と町当局が共に町づくりをして
いくという意識を持って取り組
んでいただきたい。
現在は災害復旧で大変ですが、
今後只見町がすばらしい住みよ
い町になるように、町民の代表
である議員の皆様が町民の意見
をよく吸い上げ、町民の代弁者
として政策を提言し、しっかり
と討議し、町民に分かりやすい
活動をされることを望みます。
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な
か
な
か
上
手
く
行
か
な
い
も
の

で
す
。
昨
年
4
月
か
ら
広
報
委
員
に

な
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

読
み
や
す
く
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
す

る
た
め
に
、
委
員
全
員
頑
張
っ
て
は

い
る
の
で
す
が
︙
︙
。

「
難
し
す
ぎ
て
理
解
で
き
な
い
」
と

い
う
意
見
が
あ
れ
ば
、
中
学
生
に
も

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
見
や
す

く
し
て
み
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る

と
今
度
は
「
中
身
が
無
く
て
ダ
メ

だ
！
」
と
お
叱
り
を
受
け
、
は
た
ま

た
「
議
会
広
報
で
な
ぜ
視
察
研
修
が

必
要
な
の
だ
」
と
聞
か
さ
れ
、
挙
句

の
果
て
に
は
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

議
会
の
こ
と
を
理
解
し
て
頂
こ
う
と

議
会
だ
よ
り
の
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
て

発
行
し
て
み
た
ら
、
今
度
は
予
算
が

足
り
な
く
な
り
、
表
紙
の
写
真
を
カ

ラ
ー
で
な
く
白
黒
に
し
な
い
と
発
行

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
（
今
回
の
表

紙
の
皆
さ
ん
、
白
黒
写
真
で
ご
め
ん

な
さ
い
）。

い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
解
り
易

く
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
頂
け
る
様
、

今
後
も
編
集
を
頑
張
り
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

（
小
沼
信
孝
委
員
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

山
岸
フ
ミ
子

副
委
員
長　
　

石
橋
明
日
香

委　
　

員　
　

大
塚
純
一
郎

中
野
大
徳

目
黒
仁
也

小
沼
信
孝

議会の主な動き 平成25年8月1日～9月30日

編

集

後

記

あなたの意見が議会を変える
議会活動や議会だより等に関して
ご意見のある方は、電話・手紙・
メール（gikai@town.tadami.lg.jp）で
お寄せください。直接意見を伝え
たいという方は、議員と事務局が
伺いますので、ご連絡ください。
※「なじょだったかない？」……只見町
の方言で「どうでしたか？」という意味。

パソコンやスマートフォンから只
見町議会のホームページに入って
いただくと議会本会議の議事録を
見ることができます。議事録のデ
ータ作成のため議会終了後よりお
時間をいただいていますが、随時
更新していますのでご覧ください。
ht tp : / /www. tadami .g r. jp /g ika i /
gikaitop.html

8月 2日	 陳情者来庁対応
8月 6日～ 8日　議会広報特別委員会視察研修（岩手県岩泉町、

宮城県利府町）
8月 9日	 国道401号改良整備促進期成同盟会総会及び要望活

動（東京都）
8月12日	 渡部恒三先生顕彰胸像建設実行委員会
8月15日	 只見町成人式
8月16日	 河井継之助墓前祭
8月20日	 JR只見駅開業50周年記念式典及び祝賀会
8月21日	 議会8月会議
8月23日	 国道289号建設期成同盟会総会（東京都）
8月27日	 南会津地方環境衛生組合定例議会、南会津地方広域

市町村圏組合定例議会
8月28日	 町村議会正副議長・事務局長研修会（福島市）
8月29日	 会津総合開発協議会中央要望活動（国交省・自民党

本部）
8月30日	 市町村総合事務組合議会定例会（福島市）
	 県道小林・舘ノ川線改良促進要望活動（福島県庁ほ

か）⇒経済文教常任委員会委員出席
9月 1日	 保養センターリニューアルオープン式
9月 4日	 魚沼市議会への表敬訪問（新潟県魚沼市）
	 南会津地方議会行政研究会第1回研修会
9月 5日　第64回南会津地方町村議会議員大会決議要望事項の

県出先機関要望
9月 8日	 只見町敬老会
9月 9日	 請願陳情者来庁
9月12日	 林野庁・財務省等への要望活動⇒議長・常任委員長

出席
9月13日	 県議長会緊急要請活動（東京都）
9月17日	 議会9月会議（～ 27日）

〈その他〉

委員会開催22回（※各常任委員会 9回、議会広報特別委員会 6
回、決算特別委員会 4回、議会運営委員会 3回）
全員協議会 4回、本会議 6回


